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ユビキタスで技師会活動はこう変わる！～ HP とＭＬの有効活用術 

 

日本赤十字放射線技師会 企画担当 

名古屋第二赤十字病院 新美孝永 

 

赤十字病院は，全国を網羅する形で存在しており各自が目的に合わせた医療を施していま

す．また，そこで勤務する診療放射線技師にも最先端機器を取り扱う者から胸部撮影まで技

術的な広がりが存在します．しかし，世間では非常に多くの情報が溢れ，時に関係者よりも

受診者側が詳細な医学的知識を有し，その対応に困惑することもあります．日本赤十字放射

線技師会では，多様な医療現場で勤務する会員の技術的支援策として，日赤ホットライン計

画（会員同士が気軽に相談できる窓口の構築）を推進中です．その手段としてコンテンツマ

ネージメントシステム（CMS）を導入し，双方向通信が可能なホームページ（HP）の創設や

メーリングリスト（ML）の環境整備を実施してきました．平成 21 年度の業務研修会ではこ

れらの詳細について，（１）CMS 導入による対話型ホームページの基礎とその活用術，（２）

会員が赤十字病院の医療の質向上に継続的に貢献できるような技術支援策，（３）これらの活

用の具体例に分け，時間の許す限りできるだけわかりやすく解説させていただきました．研

修会に参加できなかった皆様も添付された報告ファイルを閲覧のうえ，日赤放射線技師会の

活動にご理解とご協力をお願いいたします． 

 

 

 
 

 



 

 



 

 
 

 

 



 

 
 

 



 

 
 

 



 



 

 
 



 

 
 



 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


